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で定常化する O また、これがα、Bの増加関数、 ρの減少関数となっているのも基本モデル
と同じである O この帰結は本報告書第 I部の第2論文でも明らかにされている O
l[I]中間財と労働の投入によって生産される中間財が資本財生産に投入されるケース|
(i)消費財生産部門 Y = A(~ K)a (SL)I-CI 
(ii)生産財生産部門 KI =B{(1-~)KI} ，11(い K2 )'12 (uL)吋 1-，12
(ii)中間財生産部門 K2=C{(l一件)K2Y{(l-S-U)L}I-Y 
i[il]資本財が2種類あり、すべての財の生産には両資本財と労働が投入されるケースi
(i)消費財生産部門 Y = A(~IKI )al (~2K2) α2 {(l-Sl -s2)L}I-ClI一円
(ii)第1生産財生産部門 KI = BI {(l-~l - ~12)KI}/JII (~21K2)/JI2 (sILy-，1In112 





(i)生産財生産部門 K = B(1-s -t -u)L 



















































































































































K (1・s)L (1+r)wL(1-s) 
となり、 Yの価格の r(1-s)の部分が価値と価格のギャップを生み出していることが分
かる O これは、 K部門で独自に利潤が発生しなければならないこと、つまり K部門の
分業(独立)によって生じている O 但し、長期均衡では KニOとなるので、価値と価格の







:LvIarxian Labor Theory of Value 












In Yamashita-Ohnishi(2005 [1]) and Yamashita(2006 [2])ぅl'vIarxianeconomics is reinterp川 ed
in terms of the optima1 growth theory. They assumed that capita1 goods are produced on1y by 
1abor force.¥Ve genera1ize this mode1 to the case that capita1 goods are produced by 1abor force 
and capita1 goods. 
1.The basic model(Yamashita四Ohnishiうsmodel) 
We assumed that society has two sectors of prodl則;ion-the cωonsum 
first sector) and the capita1 goods sector( the second sector). Factors of production are capital 
goods and 1abor. Consumption goods are produced by capita1 goods and 1abor ，and capita1 
goods is 0ロ1y1abor. Cons印刷iongoods is u1timately on1y by 1abor (The Labor theory of value). 
We denote by YうKちLぅrespective1yうconsumptiongoodsヲcapita1goods， labor .In addition， the 
allocation of labor L is divided into these two sectors in the ratio s: l-s. We assume that the 
production function for the first sector is of Cobb-Doug1as type. 
Y = AJ(α(SL)l-α 
Further、more，weassume that the production function for the second sector is simp1y as follows. 







J( denotes a differentia1 with respect to time. 
The 1ifetime utility U of an indivisua1 is 
u 10二川日
ρrepresents time preference;log Y ，instantaneous uti1ity at each point t. 
The issue of optimization of society over time is to maximize U subject to (1). 
13 
.. 
The current value Hamiltonian H is 
H = logY +入B(l s)L 
= logA +αlogK + (1-α)logs十 (1α)logL十入B(l-s)L 







Here， we define the gr、owthrate of a variable. 




We will obtain the long-term euilibrium. 
From (2) 
log中=切(入院)
Differentiating this equation with respect to timeう
-，2;ニ入
Dividing (3) byλ 
ニー =ρ 一入
入K
Since the growth rate入isconstant in the optimal steady stateぅtheright hand side of this 
equation is constant. 
Hence， 
入+Kェ O
Since s = 0 in the long term equ凶凶ilibr討mIY孔 k = 0 i泊sob枕t凶aおi問 d from (μ刊4め)うベ(5め).This means that 
economic growth will be stopped in some day and capitalism will disappear. 






sumption詰ss鉛ostrong. Organic composition of capital in the capital goods sector is usually 
larger than that in the consumption goods sector. Therefore we generalze this model in the case 
that capital goods are produced by labor force and capital goods.In this caseゥcapitalgoods is 
ultimately produced only by labor in the same way. 
For example川resuppose that capital goods Ko is produced by capital goods Kl and labor 
L1.In the same way，we suppose that capital goods Ki is produced by capital goods Ki+l and 




K2← K3 +L3 
Ki← Ki+1十Li十1
Consequentlyヲ
Ko← K1十L1← K2+L2十L1← K3十L3十L2+ L1・ Ki十Li十・・・十L2十L1←
This indicates that capital goods is produced only by labor. 
And now，we will establish this model.The allocation of labor L is divided into the production 
of consumption goods and capital goods in the ratio 81 : 82 (81十 82= l).In the same way，the 
allocation of capital goods K is divided into these two goods in the ratio仇:の(仇十山口 1).


















81十82= 1うゆ1十ゆ2= 1 
The current value Hamiltonian H with the constrained conditions is 
H:= logY十入K十μ(1-ゆ1-ゆ2)十ε(1-81 -82) 
= logA +αlog仇 +αlogK+ (1-α)lOg81 + (1α)logL十入B(仇K)β(82L)1ーβ.
The first conditions in this model is as follows. 
δHθHα ~ -= O. -;-= 0炉二?-:-入Bβ(ゆ2K)βー 1(82L )1-βK θゆ~， δわゆ1
θHθH 1一 α















By the way， 4J1 =ゆ2 S^l =ぬ=0 in the optimal steady state.Henceう
入十 βk O. (9) 




Since the right hand side of this equat.ion is constant in the long term equilibriumう
(s -1)わ十(グ-l)K十(1 s)S^2 0 
(グ-l)K = 0うhenceK = O. 
This means that economic growth will be stopped in some day and capitalism wii disappear. 
Conclusions 
Under the supposition of 1abor force as the sole origina1 goods， we can app1y the 1abor theory 
of va1ue in the sense of 'embodied 1abor ' to our extended model. However， due to the 
existence of surp1us 1abor， the exchange ratio of consumption goods and capital goods di百ers
from the ra七ioof‘embodied 1abor ' . Itis the fina1 stage of the accumu1ation that the ‘1abor 
theory of va1ue' in the sense of‘value in exchange' emerges. A society draws near to the 
state where the labor theory of va1ue is va1id through the process of accumu1ation. Thus， we 
can maintain that it is possible to interpret Marxian va1ue theory from the viewpoint of a 
neo-classica1 growth theory. 
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生産性に依存する O たとえば、上図において、 +1や+2、+0.5と書カ亙れているのは、それ
ぞれの矢印における限界生産性(その生産要素の 1単位増加による生産増加量)の例である
が、もし上のように三種の生産システムがあるとすると、
ケース 1の場合 労働 1単位を直接的な生活資料生産にまわすと 1単位の生活資料が増え
労働 l単位を迂回生産で行うと、 1X2=2単位の生活資料が増える O
ケース 2の場合 労働 l単位を直接的な生活資料生産にまわすと 1単位の生活資料が増え
労働 1単位を迂回生産で行うと、 1X1=1単位の生活資料が増える O
ケース 3の場合 労働 l単位を産接的な生活資料生産にまわすと 1単位の生活資料が増え







































































































































































→ 10と増える時のそれは 0.125となっている O
3筆者は完全に平等な社会でも資本蓄積のために社会的総生産の一部が使用されうるという意味でそれ
を「搾取jと呼んでいる D これは、大西広(2002a)ないし山下裕歩・大西広(2002)参照のこと D この意味


























i 労働 γ 
4r~予』
















































































ここで、 L，Kはそれぞれ労働量と資本の存在量を表わし、 Kの上にある傍点(・)はその 1
期間における増分を表現している O また、生活資料生産は規模に関して収穫一定であると
仮定しているが、以下の計算途上では、当初表現の煩を避けるためにまずはf(K，L)と表





I j K 十K， _ i J K 十K， ¥ I 




( KA + K， _ i j K^ + K， G=fl~O 内 Al ラ Lo 1+ fl nO ¥ LI 1 f(Ko，Lo) 2 'V) ~\ 2 '1) 
となる.この時、労働を通じたKの増加による追加的利得は限界的には、

















dG dK} 1 dG 
dK} dL1ρ dL1 
(1) 





































dY dK 1 dY 
dK dLρ dL 
によって、資本蓄積の目標=I最適値Jを求めることができる O 具体的には、最初のふた
つの生産関数を代入、計算を行なうと





















































































































































































max -:-Ljー す Lit OP・2)1 . 2βI 






























Ma臥10，主。∞6)ラ“針ofit， S四pluspr吋uct，Exploitation and Less白血lMa由nizedUtility: A New Equivalence 
P恥ro叩p附OωS蜘i





























































1単位の生産財の生産には，生産財 α1と直接労働は η が必要であった.いま， 1単位の生産財に投下され
たすべての労働量をれとしているから，間接および直接の投下労働量は
α1 t1十 11 (9) 
となる.もちろん定義よりこれはむに等しいから結局，































f 1 -t， ¥ 




eコヰ> 1 -t2R > 0 
































-労働最小化モデル (Roemer(1982う Part1) : 
一主体は自身の生存のため最低限度の財を得なければならない. しかし，最低限以上の財の生産は望
まず，出来るだけ少ない労働量で最低限の財を得るように最適行動をする.












ての他人 νの払うコストの労働価値を CV とする.ここには，提供する財としてのコストと提供する労働とし
てのコストの全てが含まれ，それらは労働の価値になおされている.このとき，
と定義される.
個人 νは被搾取者である牛吟 CV> B 

































個人 νは被搾取者である牛坊どのような実行可能な財の組み合わせを考えても，CV>日ν (24) 
個人 νは搾取者である牛キどのような実行可能な財の組み合わせを考えても ，CV< rv (25) 
と定義される (Roemer(1982ぅp.121)).
いくつかコメントをする.以上の「搾取Jの定義は， r労働最小化モデルJとは異なり，実行可能な財の組み
合わせを全て考えて，常に損をする (CV>日ν)主体を「被搾取者jと定義し，常に得をする (CV< rV) 
を「搾取者Jと定義している.状況に応じて，CV > rvおよびCV< rvが成立する主体に対しては，r被搾
取者Jとも「搾取者」とも定義されない.このように「労働最小化Jモデルと異なる定義をする理由として，























































































大西 (2002、2006)，山下 (2005)，藤山・大西・山下 (2004)の一連の研究(Iマルクス派最適成長モデルJ)で
ある.
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S.t. Kt十1-Kt = B(l -St)L 
Ko : given 
この最適化問題のラグランジュ関数は、











α1-α n-1 1-α ハ
一 一一一一Kt . BLst BLst-1 ヤ (10) 
この (10)式と制約条件 (5)式によって資本蓄積が記述される。


























S.t. Kt+1 -Kt = B(l -St)L 
Ko given 
この最適化問題のラグランジュ関数は次のようになる。




古十=0件 (1-α)AKf(StL) 日L十入tBL 0 
V<:>t 
この 2つの式から、








この体系は定常状態を 1つ持ち、経済はそこへ収束する4 定常状態では S= 1であり、その結果


















































































S.t. Klt+l -Klt = B(l -St)L (2) 
Kot十1- Kot = B(1 -Ut)L (23) 
Kooぅ KlO: given (24) 
49 
と表わされる。ところで、資木家による時点tにおける搾取Etは、
Et = A{(l vt)Klt十KotVl< (匂tL)l一日 -AK品(UtL)1 白
= A [{(1 -Vt)Klt + Kot}口一時](叫臼 (25) 
である。まず、 Etは同について単調増加関数である。なぜなら、 (UtL)l白が掛けられているが、
0<α<1であることから、この部分は同の糊!1関数であり、 方、 A[{(l刊 )Klt十KotY"一時]
の部分は同には依存しなし、からである。









S.t. Klt十 Klt= B(l -St)L (27) 
Koo， KlO : given (28) 
と簡略化される。資木家の最適化問題のラグランジュ関数は次式で与えられる。
H1 = 2ンt[A(むん)白(叫)ト臼十A{(l一向)Klt+ Kot} a H1一日 -AK制 1-rx
十dt{Klt十1- K1t B(l St)L}] 
最適化の 1階条件は次のようになる。
(29) 
δH1 St(Klt十Kot)一 =0仲間立δVt む (1十St)K1t (30) 
? ? ? ?。件A(l-α)(VtKlt)臼(StL)一日十Bdt 0 (31) 
aHl 
夜t←=0件 A加刷α叫(V町tιK

























この Xt，Ztに (30)式を代入すると、 Xt Ztが成りすAつことが示される。すなわち、 2鶴所の生
産現場において資木労働比率が均等化する。これは、資本家による消費財生産と労働者による消費財生
産それぞれの限界生産性が均等化するように資本家は資本を配分することを心している。
この ZtとXt Ztであることを用いて、 (31)(32)を書きなおすと次の式を得る。
A(lー α)Zf+ Bdt二 O
AαZf-1 - dt +β-ldt_lニ O
(35) (36)より Ztに関する 1階の差分方程式が導かれる。





ここでは、定常状態を考える。定常状態ではふこ Zt-l= Z*となる。これを、 (37)に代入して Z*
について解くと、
Z* Bαβ 一
(1-α)(1 -β) (38) 
を得る。また、定常状態においては、 St= 1であり、 K1tは-定となる。いま、この‘定の KltをK;
と書くことにする。また、労働者の資本は Kooのままで常にー定である。これらを (30)式に代入する
と、定常状態における町の値、♂が得られる。
* V (39) 
(38)(39)をZtの定義式 (34)に代入して整理すると、定常状態における資木家の資本ストックK;が次
式のように求まる。



























(1 -Vt)Klt十 Koo αsB
L (1ー α)(1-β) 
(41) 
( 42) 
この (41)(42)式と、資本家の資本蓄積方程式 (27)から、資本家の資本ストック K1tは次の差分方程式
に従うことが分かる。
α十s-1 T/ (1 -α)(1 -β) 
lt+l二月 K1t十 2BL一月 Kooαuαρ 
( 43) 
ここで、割引凶子庁が十分 1に近いことを仮定しているから、 o<αぅβ<1の範i捕において、 o< 
(α+β-1)/αβ< 1が成り立ち、また Koo< KlO < K*と仮定しているから、 2BL (1-α)(1 -
51 






















基本モデ、ノレ2における Stをh に、 KtをKotに書き換えることによって、以下の諸式で、記述される。
KOt+1 -Kot = B(l -Ut)L 
(1-α)K




































会β，[A山川)1-'"+ Aト tル Kot}'"{告「-吋号L}1一白] (52) 
資木家は、自己の資本誌積方程式を制約として上式を最大化するように、 Stとりtを選択する。この最
大化問題のラグランジュ関数は次のようになる。
Hι1 ニ 2会s'[山 μltt門内臼吋叩(い叫8
十吋吋州叩叩6ι川仰山tべ必品{伴但Kιlt+l K ベ 1トい円川一→叫吋叫叩Stψ州叶tけ川ベ)比川Ll]イ 附
最最-適化の 1階条件は次のようになる。










_1 ( KOt _ ) 1一白
O 仲 Aα(VtKlt)"'-l(StL)l一円 .Vt十Aα{(1 vt)Klt十 KOt}"'-l~ -'T~Ü*t L ~ . (1-Vt) 
l KO J 











(54)から Xt= Ztであることがぷされる。 (55)を品について解き (56)に代入すると次点を得る O
Bαzfl十 (1ー α)Z;-"-β-1 (1α)Z;-"-lコ O
この式は、 (37)と同じである。従って、ここでも Zt(ニ Xt)は常に A定値、
庁 *βαβ
'一
山一 (1ー α)(1β) 
をとる。 (54)をふの定義式に代入し、それが Z*で・定であることから、
K1t 十 Kot Bαβ 














αβBL ニ K~ (64) 






























2 この労働者による資本蓄積の欠如は Devineand Dymsky(1991)においても指摘されている。











9 証明 zごいナν)白 -yぺx> O，y > 0とする。このとき、 0<α<1であるから、 dz/dy
α(x +ν)臼 -1一αyo.-1=α[l/(x+y)l白_l/yl一日J<Oである。ここで、 x= (1 -Vt)Klt、ν口 Kot
とおけばよい。
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であるとする O そして、 Ktは、伊藤拡散過程とし、以下の線形確率微分方程式に従う O
dKtニ (1-lt)Ldt +σKtdst. (1) 
dstはブラウン運動の項であり、であるとする o Lは労働量であり、時間に関して不変である




Yt = Y (t， !¥.-)は同様にコブ・ダグラス型の生産関数
Yt ニ Iピ~{( u.t)L}s 

























sup [e-pt {αlog J(t十 slogL十sIOg11t}+ DU争(tぅJ()]ニo (8) 
したがって、各 (t，J()に対して最大値を実現する 1.(t，J()を見つければよい。
T)(1)ニ e-pt{αlog J(t + s log L十slog1It} 
。<t δ<t 1... 円 β2φ
一 -1ItLー で十 fJKf一一ι びJ( ， 2- --1 8J(2 
便宜上、 η(1)として、これを uで微分すると、
θη( 1) . _ otrJI T 8争す「ニ ε-pt s / 1It L ~ ~， = 0 8}ピ
(9) 




~. _ ( 8争¥-1バニ e-P' s l . T' ) (11) 




<p (t: J() = e -ptαlog J(t十 b (12) 






j3I(tα1 2 F っα (sKt 
-尚一L一一一一一σKtー いlog}心付logL + s log ( '_r" ) 
y α:L Kt 2 ~ ~~r 2¥L ) 
エ (1-ρα)log K t -pb + ( -~ασ2 + slogs -slogαーグ(14) ¥ 2 ' ) 
したがって、 αbがそれぞれ決定され、以下のようになるO




















次に、最適評価関数が決定したことで、 1→∞での Ktを求めることが出来る O まず(17)を(1)
に代入するO

















E [(びll (1-F) 一エー>一一一一


































y(t) = A{[l-k(t)]LγK(tt' 
K(t) = Bk(t)L 































































































































y(t) = A{[l k(t)]L}IJ K(t)α 
K(t) = Bk(t)L 
ここでは、 t はその債が時間 t における値であることを示し、労働力人口Lは不
変であるとする O また、 Kは各期における Kの増分(ここでのように減価償却を無視する
と投資量に等しい)を意味する O このとき、社会はこの二つの部門に全社会の労働力をそ
れぞれ 1-k: k(Oくkくりの比率で配分していることになる O それで、、この社会の最適化
問題を解くと、長期均衡解は以下のようになる O
α'l3L 





























y(t) = A{[l-m(t)]L}βM(t)α 
M(t) = Cm(t)L 
ここで、 λダ(t) は時間 t における耕地面積であり、その時間微分である λ1(t)は、
時間 t における土地の増加量、すなわち当該年における耕地造成面積二開墾面積を表すO
L は労働力人口である O そして、ここで、農業革命は「耕地Jというものの有用性を認
していなかった時代からその有用性が現実のものとして認識されるようになった時代へ
の転換であるから、耕地 λ引の の農業生産に対する弾力性としての α は、この革
命においてゼロからある正の値(ただし l以下)にジャンプをした。このように方程式とし
ては表現されることになり、この場合の長期均衡解は次のようになる O すなわち、

































?、 、 、 Kt+1 -Kt =Bkt L (α+β+r =1) 





部門に全社会の労働力をそれぞれ k:q:(1-k-q) の比率で割り振るo Kは時点 t 














A = Lpt {AKt aQt s[(1-kt -qt)L]I-a-s十人(Kt+1 -Kt -Bkt L)十μt(Qt十1-Qt -Dq/ L)} ，=0 
となる O
ここでの ん は 資本蓄積をー単位増やしたときにどれだけの効用が増大するかを表





(2) 一一=0 コ(1-α-β)AK，aQtβ[(1-k， -q， )Lr吋 (-L)一λ，BL=O
dkt 
oA =0 ニゴ〉(3) 






















Kt十1=Kt =Kネ kt=0 
Qt +1 = Qt = Qネ qt=0 
であるから、 (6)式から





(7) ( K i = aBρ 




同じように、 (4) と (5)式から、 最適知識労働比率は
(8) ( Q i =βDρ 
¥ L ) 
となる O このレベルに至るまで、資本と知識の長期の蓄積が行なわれることとなるのであ
るO


















































の K はゼロとなる O しかし、産業革命によって、機械が登場すると α はゼロから
ある正の値にジャンプし、それ以降は資本の蓄積がある最適値に向かつて徐々に低下して
いく O このとき、 k もまた図のようにジャンプし、それ以降、徐々に低下するような径
路をたどる O
しかし、問題はこの後、吏に「知識革命」が生じることによって今度は β がゼロか






Z， = Kt y = Q，f 
(1-kt -qJL ~-t (1-kt -qt)L 
となるものと定義し、これらの高さを調べる O ここでまず資本蓄積と知識蓄積が最終的に最
適値に到達するような最適径路を求める O




_p-I(1-α-s)Zt_1 a' Xt_1 s = 0 
D/1Z(αxy-l十(1-α-β)Z(αXtβ一ρ-1(1-α-β)Zt_1a' Xt_1 s = 0 
が得られる O
ここで効用関数が線形であることから、 Zt と Xt は常に一定値
Z.= αBρVニ βDρ





(1-α-β)(1-p) (l-kt -q()L 
となり、ここで (9)/ (10) を求めると
αB Kt αB K 
一ーム が得られる O また、ここで 一一=」ヰ









???? ? ? ?
? 、 、 十余f Qt+l =宏K川
と表す。
資本蓄積方程式と知識蓄積方程式を
(12) Kt +1 -Kt = Bkt L 
(13) Q( +1 -Q( = Dqt L 
とする o (13) を変形して、 (11 )を代入すると
(13)法札 -Qt)=芦Dυ
d βDβ([) ~_ ， aB 





が得られる O これを (9) に代入すると
(15) k，= a (l-i1-a- β)(1 -ρ)K~I 





一 β(1 (1-α-β)(1 (16) Q， =一一一11-
.L[ α+β~ sDρL 


































(20) k_ =ヱ-(1 一 (1-α-β)(1 -ρ)K~ì
mα十β〔 αBpL ) 
となり、この二つの労働配分率の合計 九十qm が知識革命期のジャンプの高さになる O
すなわち






での知識革命は km が小さいだけより高い 九十qm を要求することとなり、それだ
















て消費財生産部門の規模に関する収穫一定 α+β+r =1 が維持されるならば、知識革
命時における β の正のジャンプは y 、α のマイナスのジャンプを伴わねばならず、
そのうち α のマイナスのジャンプが生じた場合には(15)式に従って、 m-1期の







(α+β+ρ-lY ， apBL (22) K， = EI ~ ， f-' ': ~ 1 + ~f-'~~ (Eは定数)
~ (α+β)p) (1-ρ)(1…α-β) 
を得ることができる O これより
KA =E+ αpBL 
り(1-ρ)(1-α-β)
が得られ、これを (22) に代入すると
( ψif3L i(α十β+ρ1y， Qρif3L K" = 1 K ^ _ -，-- 1 -- . I " -1 十
I ~ V (1-ρ)(1-α-β)人 (α+β)p) (1-ρ)(1-α-β) 
が得られる O
これを(15) に代入すると
( 1 V (1 α-β)(1-ρ)i(α十β+ρ-ly(23) k， =一一一 11 K fI ¥ ~ VV f-' J¥ ~ f-' J 1 VV ， f-' 'f-' ~ 1 




(1 17 (1-α-β)(1-ρ) i(α+β+ρ1y (24) IJm k， = ÎJm~11-K
fI 
\~ VV f-' J\~ f-' J 1 vv ， f-' ': ~ 1 
…→∞ α十 β~- -~U αBρPL A (α+β)ρj 




β(1 /i (1-α-β)(1-ρ)i(α+β十ρ… 1y(26) qtーf-'rol1-Qo \~ VV f-'J¥" f-'J" VV /' f-' 'f-' ~ I 
t α+β~ ~VβlfJpL )~ (α+β)ρj 








(28) Aim qt二九im-一一l i 
f→∞→∞ α+β~ (α+β)p ) 




























論じたものである O すなわち、今、ともに γ の労働を持つ「先富j階級と「後富J階級
がある時点でそれぞれ下記のような量の資本財を保存していたとしよう O その場合、それぞ、
れの生産量は γ 、 γ となって全社会的には‘4'の生産が行なわれることとなるが、
今もし「先富J階級が「後富」階級に資本財を「貸借Jして両階級の使用機械量を均一化す
ればそれぞれが‘2.5'ずつの生産を行なえるようになるかも知れない。この時、全社会的



























































初期保有量 10 5 2 12 2 6 









































































初期保有量 10 4 2 12 2 5 


















となる O これは実際に彼らが生産を行なう量である O また、ここでもやはり、両階級の
K.Lは同一量であると仮定している O すると、その結果、 「非技術者階級Jの利得は
Go = f(KoラQo+QjラLo)








d(QJ十Qo) dL P dL 
が成立していなければならないから、ここでもコブ・ダグラス型の生産関数を想定すれば、
Q。十Ql，* β(30) (~o ~ ~l) 口一
L rp 
































































































初期保有量 o 10 5 10 2 3 10 12 2 8 





























































































技術① 1 000トンの最終生産物← O台の機械と 1000時間の労働で生産
技術② 1 000トンの最終生産物← 5台の機械と 200時間の労働で生産
技術③ 1 000トンの最終生産物← 1 0台の機械と 5 0時間の労働で生産
技術④ 1 000トンの最終生産物← 2 0台の機械と 2 0時間の労働で生産
うまでもなく、技術①が上述の封建制タイプの生産技術である O 封建制は「機械Jと
いうものを知らなかったから、このタイプの生産技術を用いるしかなかった。そして、そ




技術② 5台X10時間+ 200時間ニ 250 時間
技術③ 1 0台x1 0時間+ 50時間 15 0時間























































対保え前〉蝿E斡 . ・ 串宮崎
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14.0 k トt w認ら12.0 "砂、句"
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刊経済理論J第 42巻第 1号、 2005年、桜井書庖発売。
2 さらに言うと、この格差の下での「搾取」の存在も格差の固定化を帰結する O この点も前傾論文参照。
86 
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きるようになるだろう O これが世界史の必然というものである O
とりわけ、この日中関係に限って言えば、中国の成長に伴って進行している日中間の経
済関係の強まりは日本の経済界をしてf友好的jな志向性を持たせることに成功しており、
然中国側にもそれに対応する経済界を生み出しつつある O これはやはり中国の成長とい
う物質的要因の結果というほかはない。真の友好とは何か、戦後における対‘米従属のよう
な関係ではない真の平等な関係とは何かを探りつつの関係改善でなければならないが、そ
れを前提に、この方向で「成熟社会Jの国際的条件が形成されるというのが私の意見であ
るO
(本稿は碓井敏正・大西広編『成熟社会の政治経済学J大月書宿、 2007年所収予定のもの
であるo ) 
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